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〔原著〕

「できちゃった結婚」により危機的状況に陥った家族への介入

一発達課題およびインタビューにおける満足度からの効果判定一

江口千代I) 藤本照代2) 戸井間充子3) 正 野 逸 子4)

要旨

本研究の目的は「できちゃった結婚」により危機的状況に陥った家族への介入を発達課題およびイン

タビューにおける満足度からの効果の判定基準を用いて明らかにすることである．対象は結婚前に妊

娠しお互いの両親に結婚を反対されながらも，結婚，出産に至った「できちゃった結婚」の夫婦および

拡大家族である．研究方法は， CFAM/CFIMを用いてインタビューを実施し，発達課題およびインタ

ピューにおける満足度からの効果を判定基準に照らし合わせ判定した．その結果，発達課題からみた判

定は，夫婦としてのアイデインテイテイの確立，夫婦としての役割，家族としての役割を確立していく

上で効果的であり，またインタビューにおける満足度からの効果判定は家族員が家族としての関係性

を再調整する際のプロセスとしての意義があったことが明らかになった．

キーワード：できちゃった結婚発達課題，インタビューにおける満足度，危機的状況，カルガリ一

家族アセスメントモデル／介入モデル

I. はじめに

時代の変遷とともに様々な家族の定義1)2）がいろい

ろな角度から打ち出されているが，家族看護の実践

者でもある Wrightらは，家族を「家族とは強い感情

的な粋，帰属意識，そして，お互いの生活にかかわろ

うとする情動によって結ぼれている個人の集合体で

あるJ3）と定義している．近年，核家族の増加，離婚

の増加，事実婚，同棲など家族の形態が多様化する

中，結婚期聞が妊娠期間より短い，いわゆる「でき

ちゃった結婚Jと呼ばれる家族形態も増加している．

2002年の厚生労働省の「出生に関する統計」 4）の概況

によれば，「できちゃった結婚Jで出生した子供は 15

万人，第l子に占める割合が26.3%と推計され1980
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年には 12.6%であったものがこの 20年間で倍増し

ている．

家族発達段階理論にはいくつかあるが， Carter&

McGoldrickは家族の発達段階を 6段階に分け5），ス

テージ2～3の段階は子供の誕生により大きな変化

を要請され，夫婦関係に親子関係が加わり子供を含

めた家族関係という形を受け入れながら，お互いの

実家との関係が変化していく時期としている．「でき

ちゃった結婚」の家族の崩壊率の割合はまだ明らか

になっていないが，妊娠，出産という 2つの大きなラ

イフイベントに同時に直面するため，家族の危機的

状況はかなり高いものと推測される．「できちゃった

結婚」に関する研究は，圏内においては近藤ら句宝発

表したものがあるが，カルガリ一家族アセスメント

モデル／カルガリ一家族介入モデル（CFAM/CFIM

以下略）を用いての研究はない．筆者らは，「でき

ちゃった結婚Jを行った家族とかかわりを持ち，その

家族が危機的状況を回避し，家族が自立する過程で
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表 1. 対象家族の概要 表3.インタピューにおける満足度からの判定基準

家族構成

家族の概要

夫，妻は結婚前に妊娠し，お互いの両親に結婚を
反対され妊娠の継続に悩みながらも，結婚，出産
に至った「できちゃった結婚」であり，夫婦（以
下これをA夫婦）， A家族（子供を含む），拡大
家族ともにわだかまりをもっていた.A夫婦は，
お互いの両親とは断絶状態，核家族として孤立す
る中で夫婦関係．拡大家族との関係，育児状況に
おいても悩みを抱えている状況であった．

表2.発達課題における判定基準

1 夫婦としてのアイデインテイティの確立

2 A家族と拡大家族の関係調整

3 家族システムの調整

4 役割が新たに加わることによる役割の変化

5 A家族と拡大家族の子育ての役割調整

＊家族の発達段階と課題日を参考に結婚より先に子供が生まれた

場合どのような発達段階をクリアしていないかを研究者が考慮し

て発達段階を修正し作成した

の介入を，発達課題およびインタビューにおける満

足度からの効果の判定基準を用いて明らかにするこ

とを目的とした．

11. 方 法

1.用語の定義

本研究では，次のように用語を用いた．

「できちゃった結婚J…妊娠を意図とせずに妊娠し

結婚期聞が妊娠期間より短く， Carter&McGoldrick

の家族発達段階がステージ2を通過せずステージ1

からステージ3へ移行した結婚

「治療的質問」…目的を持ち意図的に信念に気づか

せる，問題に気づかせる質問

「治療的会話」…家族の考えに影響を及ぼし変化を

起こした会話

2.研究対象

「できちゃった結婚」により，家族関係が危機的な

状況に陥っていた A家族．なお，対象事例の概要は

1 A家族が受けたインタビューの満足度

①インタピューの場を持って良かったか

2 インタピュー内容に対する満足度

①家族員は伝えたいことが十分表出できたか

②家族員はお互いの思いが分かり合えたか

③家族の抱えていた問題は解決できたか

④家族はこれからの方向性が見出せたか

3 A家族が抱えている問題やその変化および変化が継続しているか

a:家族員は家族に起こっている問題に気付いたか

②A家族は危機的状況を回避し悪循環パターンが良循環パ
ターンになったか

③家族員の信念が変化したか（変化の継続につながったか）

この効果判定基準はカルガリー大学看護学部でのアンケート調査

内容9）を参考に研究者が細項目を設定した

表lのとおりである．

3.データ収集，分析方法

1) A家族に対して 1ヶ月健診時（1回目），出産

2ヶ月後の家庭訪問時（2回目）に， CFAM/CFIM

を用いての家族インタビュー，および8ヶ月後の電

話によるインタビュー（3回目）の計3回実施した．

1回目インタビューでは 主に A家族に生じている

問題に気付かせ変化を促すため， 2回目では，家族に

どのような変化が生じたかを， 3回目では，生じた変

化がどのように継続しているか確認することを目的

とした．

なお， CFAM/CFIMはカナダ，カルガリー大学

Wright博士らが開発したモデルであり，家族を統合

的かっ多次元的にアセスメントし，主に家族機能の

認知・感情・行動領域に介入し家族に変化を促そう

とするものである加．

2）家族インタピューはテープ録音し，これを繰り

返し聞き，テープを逐語的に記録し，電話によるイン

タビューも逐語的に記録した．

3）記録内容を注意深く読み，治療的質問，治療的

会話を研究者が検討を重ね抽出した．

4）抽出した治療的質問，治療的会話を発達課題か

らの効果の判定基準（表2），インタビューにおける

満足度からの効果の判定基準（表3）に照らし， 4

名の研究者（2名の実践者・ 2名の教育者）の一致度

を検討した
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表4圃発達課題からの効果判定
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項目
（判定基準） 効果判定

看護者のインタピュー
（質問内容）

家族の言動 分析・解釈・
介入の方向性

何の問時の
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2 家族システ
ムの調整

－夫婦のためにご自分の時間の何
割を使いますか

－育児のために使う時間と夫婦の
ために使う時間の割合は満足の
いくものですか．

－子供が生まれてから，夫婦二人
の時間をもつことができますか，

－もてないとしたら，どうしたら
夫婦の時間を持つことができる
でしょう．

2回目インタピ、ュー
－精神的につらくなることがあり
ますか

－そうですかすごいですね

1回目インタビュー
・日本では男は外で働き，女は家
を守るといったような考えも多
いですが，男の役割，女の役割
というものをどのように考えて
おられますか

夫：仕事で平日は帰ってきたらすく＼寝ることも
多いしわかりませんね．でも，少ないと思
いますよ

妻：ほとんどです
夫： 1割くらいかな. ~o 分くらい夜，仕事から

帰ってきてからがほとんどですー
妻：私も同じです少ないです
妻：育児の時間が長いので全部が中途半端なんで

す．ご、飯を作っている最中に泣くしそした
らそこで中断される，寝るのもそうです，食
事もそうだし満足とはいえない．

夫：夫婦の時間というよりもこいつは一人の時間
が欲しいんじゃないかな，僕は仕事でずっと
家にいるわけではないので苦にはなりません
が

夫妻・（お互いの顔をみながら）あまりもてない

夫妻 （沈黙）

妻．今は特にないです．ダンナも休みの日には，
外に連れて行ってくれるようになったんです
よ．

夫－家の中ではストレスがたまりますから 外に
連れ出すんですよー

妻：外に出ると気分転換になるし，夫婦でいろん
なことも話せるし いいですね．

夫普段は帰りが遅いし，自分の中では休みの日
くらいと思って．（笑顔で話される）

夫特にこだわっていません．女の人が外で働い
てもかまわないし家にいてもいい．好きに
していいと思っていますよ．

妻．私は両親が共働きだ、ったので，自分は家にい
たいと思っています だから，自分が家のこ
とはしないといけないと思っているんですー

夫が仕事で忙しく，夫と妻のコ
ミニュケーションが少なく，意
思の疎通が測れていない状態．
そのため，妻が育児を楽しめて
おらず負:f1l.になってきている
夫婦の時間が持てていないこと
に今気づいた状態．
沈黙により，自分たちで問題を
見つめなおしている状態．

夫が自分なりの方法で妻の育児
からのストレスを回避しようと
試み，お互いのコミニュケー
ションを測るためにとった行動
と考えられる．そのため，それ
に対しておおいに賞賛すること
にした．

夫と妻のジ、エンダーがはっきり
と示されている 妻の信念が妻
を精神的に追い詰めていると考
えられる．

3 役割が新た I.ご主人が奥さんに lつだけお願 l夫子供の泣き声を気にせずゆっくり寝てほしい.I夫は役割の変化に対して柔軟に
に加わるこ｜ いがあるとしたらどんなことで｜ l対応しようとしている
とによるf宣i しよう
害jの変化 ｜・奥さんは今の話を開いてどうで

すか．

（少し時間をおいてから）
・奥さんは今の話をきかれてどう
ですか．

・ご主人が良く寝てくださいとい
う考えに対して奥さんはどのよ
うに考えますか．

－それでは奥さんが1つだけご主
人にお願いがあるとしたらどん
なことでしょう．

・ご主人は今の考えを聞いてどう
ですか．

2回目インタビュー
・ご主人は家事や育児を手伝って
くれるようになりましたか．

・奥さんは精神的につらいと思う
ようなことがありますか

4 A家族と拡 I1回目インタビュー
大家族の関｜・困った時にどなたかに助けを求
係調整 ｜ めることができますか

妻．気になりますよ ダンナは全く気にならない
みたいで，本当に良く寝ているんですよ

夫：（子供が）泣くと，何も無くてもすぐ起きてご
そごそしているので，ゆっくり休めばいいの
にと思ってしまう．良く寝て，体を立て直し
た方がいいと思うんですよ

妻：（沈黙）

妻 そうですね，そんなふうに思ってくれるなら
その方がいいのかも，でもそんな風に思って
いるとは思わなかった．

妻．（沈黙）
夫 日ごろ，あまり言わないのだから言ってみろ

よ
妻：頼んだことは，すぐにやって欲しい そうす

れば私の負担が少し少なくなると思うんで
す

夫：そうですね，疲れた時にはたのまれたことが
後回しになってしまうから気をつけます．
（笑いながら）

妻：はい，仕事で帰りも遅いのですが，良く手
f云ってくれるようになりました

妻：特にないで、す，ダンナも休みの日には外に連
れて行ってくれるようになったんですよ目

夫：家の中ではストレスがたまりますから，外に
連れ出すんですよー

夫 自分の両親にはできると思います
妻：どうでしょう，母親にはできるかもしれない

けど，結婚の時に色々あったから，まだその
ときのことが残っているみたい 両親は勝手
に結婚したのだから自分たちのことは自分た
ちですればいいと思っているみたい．特に父
親は全く理解を示さないし・・，ダンナとも
わだかまりもあるみたいで・．

妻へのいたわりの言葉であり，
育児を妻が一人で背負わなくて
いいと思っている夫の考えとも
取れる
沈黙によって妻の考えに変化が
起ころうとしている．

’で
り
が

ト
」
晶
、

y』

と
む

こ
汲

る
を

す
ち

頼
持

依
気

に
の

夫
妻

カ
が
た

妻
夫
き

l，夫婦とし
ての危機的状
況が回避され，
コミニュケー
ションが活発
になった．

2，役割の変
化に伴い夫婦
は各自の信念
にとらわれず，
父親役割，母
親役割を柔軟
に対応する必
要性に気づい
fこ

3，家族員が
妻は家事や育児に忙しくしてい！増えたことに
るものの，精神的にも落ち着き，iより，家族員
夫婦ともに笑顔がみられ，子供 lが各役割を変
が生まれてからの役割移行がス｜化させる必要
ムーズに行われているようであ｜性に気づいた
る

夫と妻の両親の問には深い溝が
あり，そのことが妻の実家から
のサポートが得られない原因と
なっている 夫は妻の母親を避
けているようである
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夫：お義母さんが来ても，ほとんど僕とは会わな
いから 仕事が遅いからもう帰っているし僕
が家いるときは来ないし，会うときが無いか
ら．

妻（夫が）結婚の時に色々言われているので，し
こりが残っているのだと思います．父親とは
全くだめ

夫はい，会いました．

でスソ》』て
｝

V
 

聞を諮問山の今＋」酌人主
か

ご
す

拡
子
割

と
の
役

族
族
の

家
家
て
裳

A
大
育
調

巴リ

・ご主人のご両親はお子さんに会
われましたか

－奥さんのご両親はお子さんに会
われましたか．

－お母さんは（妻の）家に手伝い
にきてくださるんでしょう？

－その話をきかれてご主人はどう
思われますか．

夫の両親は妻の両親よりも，柔
軟に対応している．

妻母は会いました．でも，父は会っていません．
少し体も悪いので，それにわだかまりもある
だろうし

妻．来ないとはいっていたんですが， 00（子供）
が生まれてからは良く来てくれます．

夫・うーん，そうですね，来てくれるのは全然か
まわないです こいつも体が丈夫なほうじゃ
ないから．僕とお義母さんが会うこともない
し，帰りが遅いから

妻の母は言葉とは裏腹に娘を心
配している．
夫は仕事で帰りが遅いというこ
とを会わない理由としている．
妻の母が，頻固に娘を訪ねてい
る それに対して夫は柔軟に対
応し，明るい方向性で捉えてい
る． 4, A家族と

拡大家族はお
互いに家族と
して言志知した．

妻 1週間に 1固くらいですか，もっと頻屈なと
きもあります

夫．全然何ともないです．今は部屋が狭いので泊
まれないけど，泊まれるように広い部屋に
ヲ｜っ越しでもいいかなと思っているんですよ

妻：母が父との仲に入ってくれて子供を連れて｜妻の父親も孫を通して，若い夫
いったんですよ．そしたら，父が（子供を） ｜婦を受け入れ始めている．
「可愛いjって言ってくれて，それから実家と｜
は行き来できるようになりました I I 5.認知し

・ご主人の実家に帰る予定はあり｜妻：お正月にはみんなで帰る予定です ｜夫の両親に関しては， A家族そ｜あった A夫
ますか ｜ ｜ろって訪問できるまでになって l婦と拡大家族

3回目インタビュー ｜ iいる ｜がお互いに子
・ご両親とは行き来出来ています｜妻：私の両親も夫の両親も私達の結婚を認めてく iA家族，拡大家族ともにお互い｜育てに参入し
か ｜ れて子供をとても可愛がってくれています． 1が家族として認知しあって良好｜サポート体制

な関係を保っているようである．｜が確立した．

2回目インタビュー
．奥さんのお母さんは来ておられ
ますか

－それに対してご主人はどう思わ
れますか

4.倫理的配慮

A夫婦とは，分娩第 1期からかかわりを持ち，夫

立会い分娩で分娩終了，産祷期入院中に妻より，自分

たち夫婦が「できちゃった結婚」であること，今後の

生活に不安を抱いていることを伝えられた．そのた

め，家族の危機的状況に対して看護介入が必要と判

断し介入にあたり研究目的の説明と同意，データは

研究以外に使用しない，プライバシーの配慮，拒否し

でも不利益がないこと，テープ録音することなどを

説明し了解を得た．後に公表の同意も得た．

111. 結 果

発達課題，およびインタビューの満足度からの効

果判定を表4・5に記載した

1. 発達課題からの効果判定（表4)

1）夫婦としてのアイデインティティの確立

インタビューの内容が示すように，妻は育児にと

られる時間が長く子供が生まれて生活が変化したの

に対し，夫は仕事中心の生活で子供が生まれてから

もあまり変化を伴わない生活となっていた．そのた

め，夫婦としての会話および，コミュニケーションが

少なく意思の疎通がはかれていない状態であった

が，インタビュー前は夫婦自身もそのことにも気づ

いていなかった＇ 1回目では，夫婦が夫婦としてのお

互いの立場，役割を見つめなおし夫婦がお互いに考

え， 2回目では，夫が自らの考えで，妻を外に連れ出

すという行動へと変化した．妻はまた，それが気分転

換となり，夫婦のコミュニケーションがとれ，妻は

「夫婦でいろんなことを話せるJと喜んで、いた．

2）家族システムの調整 3）役割が新たに加わる

ことによる役割の変化

家族システムと役割の変化は夫婦お互いのジェン

ダーに関する信念が大きくかかわっており，妻は「自

分が家にいるのだから 自分が家のことをしなけれ

ばいけないと思っているんです」と，自分を精神的に

追い詰め，子供の声にも敏感になっていた背景が明

らかになった．それとは対照的に夫は，家のことは妻

がするものとは思わず，夫は妻に「泣き声を気にせず

ゆっくり休んで欲しい」といういたわりを表出して

いる．妻は素直に夫へのお願い「頼まれたことはすぐ

やって欲しい」と夫への協力を求めている．お互い
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項目
（判定基準） 効果判定

看護者のインタビュー
（質問内容）

家族の言動 分析・解釈介入の方向性

1 A家族が受｜・このようなインタビューを受け！夫・妻・このような話し合いの場があってよかっ｜インタビューを夫婦の話し合い
けたインタ｜ ていかがでしたか ｜ た（夫妻）表情明るく， NSに対しても｜の場と解釈している．
ビューの満｜ ｜ 笑顔で話す
足度

2 インタビュー
内容に対す
る満足度

①家族員は伝
えたいこと
が表出でき
たか

②家族員はお

2回目インタビュー
．インタビューを受けてお互いの
気持ちゃ考えがわかりましたか

妻：お互いにいつも言えないことが言えました．
心では思っていてもなかなか口に出きないか
ら

夫．妻が考えていることがわかりました．あまり
言葉にださないから．良く話もするように
なったし

妻：（夫が）良く手伝ってくれるようになりました
3回目（電話インタビュー）
・電話でのお話はどうですか ｜妻今の状況をお話ししたかったので，又話がで

｜ きてよかった．
・ご主人が奥さんに 1つだけお願 l夫．子供の泣き声を気にせず，ゆっくり寝て欲し
いがあるとしたらどんなことで i い
しょう． ｜妻気になりますよー

夫：（子供が）泣くと（中略）良く寝て，体を立て
直した方がいいと思うんですよ

妻泣くとダンナが眠れないと思って，敏感に
なってしまう．

妻：そうですね．そんな風に思ってくれるんなら，
そのほうがいいのかも・．

・奥さんが， Iつだけご主人にお l妻 （沈黙）
願いがあるとしたらどんなこと l夫・日ごろあまり言わないんだから言ってみろよ
でしょう． l妻：頼まれたことはすぐにやってほしい そうす

｜ れば私の負担が少し少なくなると思うんです，
・ご主人は今の考えを聞いてどう｜夫 そうですね，疲れた時には頼まれたことが後
ですか ｜ 回しになってしまうから，気をつけます．

（笑いながら）
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＜拡大家族との関係性＞
2回目のインタビュー
・奥さんのお母さんは来ておられ
ますか．

－それに対してご主人はどう思わ
れますか

3回目インタビュー（電話）
・ご両親とは行き来できています
か．

・ご主人の実家に婦られる予定が
ありますかー

1回目インタビュー
．お子さんが生まれて生活はかわ
りまし7こか．

－育児のために使う時間と夫婦の
ために使う時間の割合は満足の
いくものですか

妻： 1週間に 1回くらいですか，もっと頻回なと
きもあります．

夫ー全然何ともないです．今は部屋が狭いので泊
れないけど，泊まれるように広い部屋に引っ
越してもいいかなと思っているんですよ．

妻．母が父との仲に入ってくれて子供を連れて
いったんですよ そしたら，「可愛い，孫に罪
はないから」って言ってくれて，それから実
家とは行き来できるようになりました

妻：お正月にはみんなで帰る予定です．

夫：今は部屋が狭いので（義母が）泊まれないけ
ど，泊まれるように引っ越しでもいいかなと
思っているんですよ. 2人目もほしいです
し

夫僕は基本的には変わらない
妻ー大変です
妻・育児の時聞が長いので，全部が中途半端なん

です，ご飯を作っている最中に泣くしそし
たらそこで中断される，寝るのもそうです，
食事もそうだし満足とはいえない．

夫夫婦の時間というよりもこいつは一人の時間
が欲しいんじゃないかな，僕は仕事で，ずっ
と家にいる訳じゃないので苦にはなりません
カ大

いつもは，口に出せないことを
インタピューの内容をきっかけ
として口に出して相手へ表出し
ている．

「一つだけのお願いjというイン
タビューで今一番相手に望むこ
とが表出できている．また，こ
れにより，夫婦で改めて，お互
いの思いや考えを言語で伝え，
お互いに交換し合っておりお互
いの満足につながっている．

夜眠れることが，妻の肉体的，
精神的疲労を和らげ，前向きに
取り組む姿勢を強化していると
考えられ，また，夫も協力体制
をとりながら，妻の変化を感じ
とっている．解決に近づきつつ
あるといえる

方向性として夫婦がコミュニ
ケーションの重要性を，認識し
ていると考えられ，それを充実
させるために，夫が妻を外に連
れ出すという方向を見出してい
る

一番問題になっていたのは，拡
大家族特に夫と妻の両親，妻と
妻の父親という関係であったが，
少しずつ，柔軟になってきてお
り，解決へ向かっている．広い
部屋で拡大家族との関係を広げ
ようという姿勢が見られ少しず
つ明るい兆しが見えている．

1 お互いの
思いを表出し
あい，表情が
変化しインタ
ビューで，満
足している．

2 ①家族員
はったえたい
ことが十分表
出できた．

②家族員はお
互いの思いが
わかりあえた

③A家族の
抱えていた問
題は解決でき
つつある．

④A家族は
これからの方
向性がみいだ
せた．

夫は基本的にはかわらないとい 13①家族員は
う考えの下に，育児や家事に使｜家族に起こっ
用する時間を作ろうとしていな｜ている問題に
い，そのため，妻に負担がか｜：気づいた．
かっている状態である
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②A家族は危
機的状況を回
避し，悪循環
パターンが良
循環パターン
になったか

③家族員の信
念が変化した
か（変化の継続
につながった
か）

・ご主人が奥さんに 1つだけお願
いがあるとしたらどんなことで
しょう．

・奥さんは今の話を開いてどうで
すか．

・ご主人は泣き声にいらいらした
りしませんか．

・ご主人が良く寝てくださいとい
う考えに対して奥さんはどのよ
うに考えますか

－それでは奥さんが1つだけご主
人にお願いがあるとしたらどん
なことでしょう

・ご主人は今の考えを聞いてどう
ですか

2回目インタビュー

家族看護学研究第 12巻第3号 2007年

夫子供の泣き声を気にせずゆっくり寝てほしい.I「一つだけのお願い」という治療
妻気になりますよーダンナは全く気にならない｜的質問に対して，家族員がお互

みたいで，本当に良く寝ているんですよー lいに今最も変えて欲しいことい
夫：（子供が）泣くと，何も無くてもすぐ起きてご｜わゆる，相手の本心を聞く機会

そごそしているので，ゆっくり休めばいいの！となり，お互いが，自分自身を
にと思ってしまう．良く寝て，体を立て直し 1変化させるきっかけとなってい
た方がいいと思うんですよ ｜る，又自分自身の問題について

妻（沈黙） ｜も気がつくきっかけとなった．

夫・ないですね，まず，疲れていて気がつかない
のかもしれません．（笑う）

妻そうですね，そんなふうに思ってくれるなら
その方がいいのかも，でもそんな風に思って
いるとは思わなかった．

妻 （沈黙）
夫 日ごろ，あまり言わないのだから言ってみろ

よ
妻：頼んだ、ことは，すぐにやって欲しい そうす

れば私の負担が少し少なくなると思うんで
す

夫：そうですね，疲れた時にはたのまれたことが
後回しになってしまうから気をつけます．
（笑いながら）

・ご主人は家事や育児を手伝って｜妻 はい，仕事で帰りも遅いのですが，良く手

インタビューでお互いに本心を
確認しあってからは，夫も手伝
えることは手伝いたいとなり妻
も家事や育児を夫に気軽に頼め
るようになったのではないかと

くれるようになりましたか ｜ ｛云ってくれるようになりました．
・奥さんは精神的につらいと思う｜妻特にないです，ダンナも休みの日には外に連
ようなことがありますかー ｜ れて行ってくれるようになったんですよー

・そうなんですか，すごいですね｜夫・家の中ではストレスがたまりますから，外に
連れ出すんですよ．

考えられる そのため，夫と妻 l②悪循環パ
の会話も多くなり，妻の肉体的，iターンが良循
精神的負担が減少し夫婦関係｜環パターンに
が良循環パターンに変化してい｜変化しつつあ

く夫婦の信念＞
1回目インタビュー

2回目インタビュー

＜拡大家族の信念＞
l回目インタビュー

2回目インタビュー

3回目のインタビュー（電話）

委外に出ると，気分転換になるし夫婦でいろ
んなことも話せるし・＼いいですね．

夫：普段は帰りが遅いし自分の中では，休みの
日くらいと思って （笑顔で話される）

妻・夫は仕事をしているのだから，家事や育児は
自分がしていかなければ，いけないと思うん
です．

夫子供が生まれでも，基本的に変わらない．
妻：仕事で帰りも遅いのですが，（夫は）良く手

｛云ってくれるようになりました．
夫仕事で帰りは遅いけど手伝えるところは手

｛云っています，家の中にいるとストレスがた
まるので，外に連れ出すんですよ．

妻．両親は勝手に結婚したのだから自分たちのこ
とは自分たちですればいいと思っているみた
い特に父親は全く理解を示きないし・＼
ダンナともわだかまりもあるみたいで・

妻 （母について）
結婚の時に色々言われているので，しこりが
残っているのだと思います

妻母が父との仲に入ってくれて子供を連れて
いったんですよ．そしたら，父が（子供を）
「可愛い，孫に罪はない」って言ってくれて，
それから実家とは行き来できるようになりま
した

・ご主人とは仲良くしていますか｜妻：本当に良く協力してもらっています．最初は
子供を産む事も迷ったけど，今は産んでよ
かったと思っています私の両親も夫の両親
も私達の結婚を認めてくれて，子供をとても
よく可愛がってくれています

る. Iる．

家族員それぞれの信念があり，
それをお互いに知りえなかった
ことで，この信念を強聞なもの
にしていたと考えられるが，お
互いの患いを知り，少しずつ信
念が柔軟になり，変化していっ
た．

3回目のインタビューでは良好
な夫婦関係を垣間見ることがで
き，又拡大家族との関係性も良
好となり，変化は継続している

（宣家族員の信
念が変化し，
変化の継続に
つながった

が，自分自身をふりかえり役割を移行させる必要に

気づき， 2回目では，妻の「（夫が）仕事で帰りも遅い

のですが，良く手伝ってくれるようになりました」と

表出した．妻も育児や家事で忙しくしているものの，

l回目とは明らかに違う精神的落ち着きや明るい表

情をみせていた．また夫も，今家族内には何が必要で、

あるかに気づき，妻を外に連れ出し夫婦のコミュニ

ケーションをとることや妻の負担の軽減に努めてい

た．

4) A家族と拡大家族の関係調整 5) A家族と拡

大家族の子育ての役割調整

A夫婦と拡大家族は結婚時に反対され結婚した

という背景があったため， 1回目インタビュー時で

は，妻から「両親は勝手に結婚したのだから，自分た

ちのことは自分たちですればいいと思っているみた

い」との発言があり，妻の両親と妻，夫とも行き来の

ないような状態であった．しかし妻の母が孫や娘の

ことを心配して，少なからず手伝いに来ている事実
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をインタビューで引き出すことによって，夫は義母

が，手伝いに来ていることに抵抗が無いという事実

をとらえた.2回目インタビューでは夫が「（お義母

さん）が泊まれるように広い部屋に引越してもいい」

との前向きな発言をし妻の母を受け入れ始めた．ま

た，強硬に A家族に会うことを拒んでいた妻の父も

妻の母のとりなしにより，孫とも会い「可愛い」とい

う言葉を発するまでに変化した 3回目の電話イン

タビューでは妻の「私の両親も私たちの結婚を認め

てくれて子供をとても可愛がってくれています」と，

A家族，拡大家族ともに良好な関係を保っている．

これらのことから A家族と拡大家族はお互いに家

族として認知し，子育てに参入し，サポ｝ト体制が確

立した．

2. インタビューにおける満足度からの効果判定

（表5)

1) A家族が受けたインタビューの満足度

夫婦とも，「このような話し合いの場を設けても

らってよかった」と始めはあまり表情のなかった夫

婦が，インタビュー終了後は満足気な表情で明るく

笑顔をみせていた．

2）インタビュー内容に対する満足度

①家族員は伝えたいことが十分表出できたか

コミュニケーション不足により，今まで相手に伝

えたくても伝えられなかったことや相手の気づかな

い思いに対して，妻の「お互いにいつも言えないこと

が言えた」ゃ夫の「妻が考えていることがわかった」

など，家族員が相手に伝えたいことを表出できてい

る．

②家族員はお互いの思いがわかり合えたか

インタビューの質問内容の相手に「一つだけお願

いがあるとしたら」という問いかけで，今一番相手に

望んでいることや気持ちが言葉によって表出でき

た．夫は妻に対して「子供の泣き声を気にせず，ゆっ

くり寝て欲しいjであり，妻は夫に対して「頼まれた

ことはすぐにやって欲しい」ということであった．お

互いの思いや考えを言葉で伝えることによって，お

互いが相手の気持ちを理解できたという満足につな

カ宝った．

③A家族の抱えていた問題は解決できたか

A家族は夫婦としてのコミュニケ｝ションが不

足し妻が育児を全部一人で抱え込んでいる状態で

あったため，妻が精神的にも肉体的にも疲労してい

る状態であった．しかし， 2回目インタビューで「育

児が楽になりましたか」との質問に，妻は「本当に楽

になってきました．夜まとめて眠れるようになった

のでその点が楽ですね」と答え，夫も「嫁さんの表情

が今までと変わってきた」と妻の変化を微妙に感じ

取りながら，「僕も頼まれたことはすぐするようにし

ている」と答えた．

又，拡大家族との関係性においても，妻の母が1週

間に 1回程度A家族を訪問しており，夫も妻の母に

対して「（義母が）泊まれるように広い部屋に引越し

てもいいJと好意的に捉えている．そして妻の母が，

妻の父へ働きかけたため，妻が父と和解し，妻の父も

A家族に対して柔軟な姿勢をみせるようになった．

夫の実家，妻の実家ともに交流できるようになった

ことは，拡大家族との関係性が良好になったといえ

る．これらのことから， A家族の抱えていた問題は

解決できつつある．

④A家族はこれからの方向性が見出せたか

夫婦が拡大家族との関係性で，育児や生活を A

家族のみで孤立するということではなく，拡大家族

の協力を得ながら育児，生活の方向性が見えてきた

また，今後の家族計画についても，少しずつ考えてい

く余裕がみられ， A家族にとっての今後の方向性が

少しずつではあるが明確になってきている．

3) A家族が抱えている問題やその変化および変

化が継続しているか

①家族員は家族に起こっている問題に気づいたか

②A家族は危機的状況を回避でき，悪循環パター

ンが良循環パターンになったか

家族員はインタビュー前，お互いのコミュニケー

ション不足からまだお互いが抱えている問題や苦悩

に気づいていない状態であった. 1回目インタ

ビューの「お子さんが生まれて生活は変わりました
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悪循環パタ｝ン

お瓦いの信念にとらわれたコミニュケーション不足

－自分の生活中心

亡二〉

良循環パターン

夫婦の信念の変化と良好なコミニュケーション

図 1. 夫婦関係パターンの変化

か」との質問で，夫は「基本的に変わらない」と答え，

妻は「大変」と述べ，夫と妻の生活に対する気持ちの

温度差が明らかになった．しかし「一つだけのお願

い」という治療的質問に対し夫が最も妻に望むこ

と，妻が最も夫に望むことが表出できたこれがお互

いを変化させるきっかけとなり，相手に起こってい

る問題に気づくことになった．このような変化を生

じた夫婦は2回目インタビューで，夫は育児・家事

を帰りが遅いながらも手伝い，妻の肉体的・精神的

負担が軽くなった．今まではお互いがお互いを理解

していないことや，父親・母親役割を理解しえない

ことから起こる悪循環パターンから，お互いを受け

入れ，夫婦で問題を解決していこうという良循環パ

ターンに変化した（図 1).

③家族員の信念が変化したか（変化の継続につな

がったか）

家族員の信念は 1回目インタビューでは特に妻の

信念が強かった「夫は仕事をしているのだから，育

児・家事は家にいる自分がしなければいけない」と

思い，夜間子供が泣けばすぐ起きるという状態で，肉

体的・精神的疲労が蓄積していたまた，夫も「子供

が生まれでも生活は変わらないjという気持ちがあ

り，家事や育児を手伝うまでには至らなかったが，夫

が「子供の泣き声を気にせず良く寝て欲しい」という

ことを表出したことで，妻は夫の言葉を受け入れる

ようになった.2回目インタビューで妻は「（夫は）仕

事で帰りも遅いが良く手伝ってくれるようになっ

た」と述べ，夫も「手伝えるところは手伝うJと夫の

信念，妻の信念が柔軟になり，夫婦での協力が認めら

れる．また，拡大家族も「勝手に結婚したのだから，

自分たちのことは自分たちですればよいjという気

持ちが「孫に罪は無いからjとA家族との関係を良

好に保とうという姿勢をみせている. 3回目の電話

インタビューでは妻の「子供を産む事も迷ったけど，

今は産んで、よかった」と前向きな発言もみられ，変化

は継続している．

IV.考察

1.発達課題からの効果判定

1)夫婦としてのアイデインテイテイ・役割，家族

としての役割

A夫婦は「できちゃった結婚」である．ステージ

2を通過していないため夫婦としての役割の確立が

未成立であると考える．夫婦としての役割をお互い

に理解し得ないまま，子供が生まれてしまい，ステー

ジ3へ移行したために夫婦とはどういうものなのか

考え，見つめる間もないままに父親役割・母親役割

へと移行せざるを得ない状態となってしまった夫

婦としてのコミュニケーションが不十分で、あり，夫

婦としてのアイデインテイティも確立できていな

い，しかも育児に追われている状況であり，拡大家族

とのコミュニケーションも不十分というように，幾

つかの悪条件が重なってしまった A家族に介入し

夫婦としての関係の未確立に気づくきっかけを作

り，夫婦の聞に変化が起こるように働きかけたとい

うことには重要な意味があった．

森岡ら附は，乳幼児のいる家族の機能として養育
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機能が重要であり，その役割行動は父親，母親に集中

するため，父母が各々の役割行動をとることが大き

な意味を持つと述べている．しかし筆者らは，家族と

してお互いがどうかかわりあうかは，夫婦個々の

ジェンダーによって支配されているのではないかと

考えた．この夫婦も妻のジ、エンダ｝が信念として大

きく働いた背景が明らかになっている．またこれら

のジェンダーは，この事例の場合は表面化せず，心の

奥底に潜んでいることが家族機能の障害を進行させ

ていく原因となっている．妻は主婦役割を遂行しな

ければならないというジ、エンダーにとらわれていた

が，潜在的な気持ちとして夫にも手伝って欲しいと

の思いを持っていた．しかしそれを外在化すること

ができず，またその機会も得られていなかったため，

治療的質問を用いて，夫が手伝ってくれれば自分が

楽になるという心の声を語らせ，外在化させること

によって少しずつお互いが理解しあえる場面を作

り，それが結果としてプラスの方向へと働いた．

佐藤川ま，「関係的役割において自分の自覚してい

る役割行動と相手の期待している役割行動が一致し

ない場合そこに役割期待による葛藤がおこるJと述

べている．家族としての役割は夫婦の個々が良かれ

と，思って行動していることであっても，相手にとっ

てそれがプラスの方向に働くとは限らず，この事例

においても，お互いの思いを知り得ることで今まで

の生活，行動や考えを一人一人が改めて振り返り，変

化させることの必要性に気づくことによって家族と

しての危機的状況を回避していったと考える．

2) A家族と拡大家族との関係調整および子育て

の役割調整

ステージ2では，子供が生まれる前の結婚初期に

拡大家族と夫婦の関係を調整するという発達課題を

達成することになっている．しかしこの家族の場合

「できちゃった結婚」により，ステージ2で達成する

はずの拡大家族との関係性と，ステージ3の夫婦に

よる子育てと拡大家族による子育ての役割調整を同

時に行っていかなければならない．しかも，このA

夫婦と拡大家族の関係性は「できちゃった結婚」のた

めに最悪の関係性といっても過言ではなかった．こ

れは結婚に至るまでの拡大家族の働きかけの不足や

コミュニケーション不足がお互いの気持ちを頑なに

していったと推察される．しかし妻の母が娘と孫を

心配し，短時間ではあったが手伝いに来てくれてい

るという事実，またそれを，夫が素直に肯定的感情で

受け入れたという現実がインタビューにより明らか

になった．このことが妻の気持ちの開放へとつな

がった．また A夫婦がお互いの思いを表出し理解し

合い，夫婦関係，家族関係も良くなり，それを見てい

た妻の母が拡大家族の立場から協力し，またそれが

子育ての役割調整に連動し良い影響をあたえ家族関

係を構築したと考える．

2. インタビューにおける満足度からの効果判定

1) A家族にとってインタピューは， A家族が家

族としての関係性を再調整する際の有効なプロセス

だったのではないかと考える.Freedmanは，家族は

境界のもとに，外部と交流し，変化と安定を繰り返す

ヘルスシステムである10）と述べているが，この A

家族の場合もインタビューを通じて境界が柔軟とな

り，家族員同士の交流をより一層深め，意思の疎通に

よりお互いの思いや考えを理解するにいたった．家

族は一つのシステムとして確立しながら拡大家族と

相互作用を持ち，育児を協力して行うことは，ステー

ジ3の家族が健康的に機能しながら形成される上で

重要で、ある．このA夫婦は夫婦のアイデインテイ

テイを確立した上で， A家族として確立，そのこと

が拡大家族に影響を及ぼし，拡大家族員との相互作

用により関係性を良好なものに作り上げ，拡大家族

が育児支援を受け入れる結果となった

2) 1回目インタビューは，子供の誕生を目にした

A夫婦が， 1ヶ月健診で初めて子供の成長を一緒に

確認した後であり，子供を中心とした生活の展開を

改めて認識できる良い機会であったのではないかと

考える．そのため，家族員が抱える問題を抽出し，認

識させるというインタピユ｝結果につながった.2 

回目インタビューが，最初のインタピユ｝から 1ヶ

月後という設定は， 1回目インタピューで投げかけ



110 家族看護学研究第 12巻第3号 2007年

た治療的質問や治療的会話がもたらす，家族の関係

性を再調整するために，有効に働いた期間であった

のではないかと推察する．しかも，家庭を訪問したこ

とで，会話だけではわからない生活の状況， A家族

の関係性を筆者らが視覚的に捉えられたという点

で，訪問の中でのインタビューの意義もあった. 1 

回目， 2回目インタビューの時期がこの事例におい

て効果的な介入時期であったと考えられ，これもイ

ンタビューの満足度につながった大きな要因の一つ

である．また， 3回目の電話によるインタビューは，

カルガリ一大学家族看護学部が調査した結果，治療

的インタビュー終了後から 6ヶ月の時点、で 70%以

上の家族が，問題が解決された，良い方向に向かって

いる13）と報告していることから，2回目インタピュー

終了時から約6ヶ月後の時期に変化継続を確認した

理由である．これは，家族の変化や，家族の満足度の

評価だけでなく，看護者自身のインタビューの評価

として，あるいは，変化が起こらなかった場合に，看

護者が問題を見直すためにも必要な時期であるので

はないかと考えている．

3. 「できちゃった結婚Jの家族における CFAM/

CFIMの活用意義

CFAMは，構造，発達，機能の主に 3つのカテゴ

リーから構成され26の下位カテゴリーに分類され

ている．家族に何が起こっているかをアセスメント

するときには構造，発達，機能の3つの側面のうち主

に家族の問題現象に仮説をたて，更にその中のどの

下位カテゴリーが問題なのかをアセスメントし，障

害されていると思われる領域や，障害を起こしかけ

ている下位カテゴリーに治療的質問や治療的会話を

する．特に，発達課題を達成していない「できちゃっ

た結婚」の場合，夫婦としてのアイデインティティも

未確立，育児期の混乱，できちゃった結婚であるがゆ

えに拡大家族との関係性も不安定と急激に発生した

変化が多く，短期間にしかもタイムリーにアセスメ

ントし，介入する必要性がある．そのため A家族の

場合には，ジ、ェンダー，境界，情緒的・言語的コミュ

ニケーション，役割などの下位カテゴリーにポイン

トを絞ってアセスメントし承認，感情の表出を行う

ために介入を行ったことが，家族員全体の変化へと

つながった．また，鈴木凶は，家族は自分の家族の問

題や，課題を語ることにより初めて自らが新しい家

族の現実を発見し，改めて認識するというナラテイ

ブセラピー的な効果を得ているのではないかと述べ

ている．確かに CFAM/CFIMを使用してのインタ

ビューの満足は，ある意味，看護職の聞き手と言う媒

体を通し，語りによって自分の言葉を外在化するこ

とにより相手がどう思い， どう考えているか家族員

の反応からフィードパック，すなわち内在化すると

いうことで，セラピー的効果を家族員が得た場合に

満足として現れてくるのではないだろうか．その意

味でも CFAM/CFIMの活用意義は大きかったと考

える．

V. 結 論

1.本研究の結果，「できちゃった結婚」によって危

機的状況に陥った家族への介入は，発達課題とイン

タビューの満足度の 2側面からみると，ともに効果

的であった．

2. ステージ2の発達課題を達成していくことは，

夫婦としてのアイデインテイテイの確立，夫婦とし

てのシステム・拡大家族としてのシステムの確立に

効果があった

3. 3回の家族インタビューを CFAM/CFIMの活

用により，家族は悪循環パターンから良循環パター

ンに変化した．

4. インタピユ｝により，自分の心の内を外在化

し相手の反応をフィードパックしながら内在化し

行動していくというパターンが，全ての家族員に影

響を与えるという効果があった．

5.判定基準を用いて，一つ一つを確認しながら発

達課題のプロセスを踏ませることが「できちゃった

結婚Jで悪循環に陥った家族の家族関係の再構築に

とって効果があった．
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VI. 研究の限界と今後の課題

本研究は，一事例の研究であり，全ての「でき

ちゃった結婚」に対して CFAM/CFIMを活用し同

様の効果が得られるかは不明である．今後「でき

ちゃった結婚」の事例を積み重ねプロセスを踏んで

検証していくことが課題である．
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Intervening with families struggling because of shotgun weddings 
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Key words : shotgun wedding, developmental task, satisfaction through an interview, struggle, Calgary Family As-
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The purpose of this research is to investigate the effects of“shotgun weddings" on the families involved and to 

highlight the di任erencein the stages of development between those involved in "shotgun weddings" and traditional 

weddings through interviews. 

The interview subjects included couples that had “shotgun weddings" despite strong opposition from their par-

ents on both sides; parents, and the extended family of those who were involved in 、hotgunweddings.”In the in-

terviews, the CF AM/CFIM research method was used to identify the degree of satisfaction of由estages of devel-

opment leading up to marriage. 

From the interviews it became clear that the traditional stages of development leading to marriage play an im-

portant part in establishing identity and roles in married couples. In conclusion, the interviews showed that passing 

through the traditional stages of development leading up to marriage provide a basis for a strong family. 




